
 

 

 

 

 
 

むつ市議会第 258回定例会、杉浦弘樹議員 

高齢者無料乗車証事業やインフルエンザワクチン助成について市の見解を質す 
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 むつ市議会第 258回定例会は 12月６日より 

一般質問が行われ、改選後の初議会というこ 

ともあり 16議員が登壇しました。 

杉浦議員は 4日目の 11日に登壇、主にイ 

ンフルエンザワクチン接種費用助成の対象条 

件拡大と窓口負担の一律化、高齢者バス無料 

乗車証事業「アゲハ」のＩＣＴ化及びマイナンバーカード登録

を必要としない乗車証の交付について質問（下記に詳細を記

載）しました。他にも北限のサルによる被害状況の把握方法の

現状と課題について、原付用バイクへのご当地ナンバープレー

トの導入についても質問を行いました。 

また、佐藤広政議員が小中学校の教育費の無償化の早期実施

を求める質問が出され、市側では費用が２億４千万円程度と試

算されることから、厳しい財政状況の中で期日は明示できない

が最優先課題として検討していることが回答されました。杉浦

議員同様無会派の高橋政志議員はＰＴＡ組織の任意加入について

市当局の確認を求め、任意加入であることを確認させました。 

～～～杉浦議員の主な質問趣旨と答弁内容について～～～ 

【インフルエンザワクチン接種費用関連】 

質問現在、小学生以下について 1回のみ 2,000円が補助されて

いるが、対象者や補助制度を改善できないか。また、診療機関

により被接種者の窓口負担額を一律化できないか。 

回答 13歳未満の年少者へは２回の接種が必要とされているが、

子育て支援の立場からも、制度の改善については今後の検討課

題としているので了解いただきたい。また、接種料金は自由診

療の範疇にあり、画一化は難しいが地元医師会とも協議しなが

ら平準化を検討していきたい。（健康づくり推進部長） 

【高齢者バス無料乗車証事業「アゲハ」関連】 

質問高齢者バス無料乗車証事業「アゲハ」は高齢者の免許返納

推進の立場からも有意義な事業と考えるが、現在の仕組みでは

該当する乗降者の乗車区間の確認も含めてバス運転者に過大な

負担をかけている現状を考えると、乗降時の確認の自動化シス

テムの導入が必要でないか。また、現在、マイナンバーカード

保有が条件とされている本制度について非保有者も数多くあ

り、マイナンバーカードと切り離した対応が必要でないか。 

回答現行の制度は悪用防止の観点から顔写真付き本人確認の必

要性もあり、費用持ち出しのないマイナンバーカード保有を必

須としている、今後はスマートフォンによりアプリ提示形式で

利用時の利便性を図りたい。現在の制度も残ることからバス運

転手の加重負担にならないよう、バス事業者とも協議を重ねた

い。しかし、現時点でマイナンバーカード保有と切り離すこと

は想定していない。（市長、企画政策部長） 

  

 

※ その他市議会一般質問関連新聞記事を次ペ

ージ以降に掲載しています 

 

中間貯蔵施設共用化案存在しない 
山本市長が議会答弁 

今市議会で佐々木隆徳議員の使用済み核燃料中

間貯蔵施設の他電力会社との共用化に関する質問

に対して山本市長は「共用化案は私たちの中では

存在していない」との見解を示しました。 

山本市長は市、県、東京電力、日本原発の４者

が結んだ中間貯蔵施設の立地協定で、東電と原電

の原発から発生する使用済み核燃料のみを貯蔵す

る取り決めになっており、「協定外の事業者が参

入することは案になり得ない」と強調しました。  

この件に関しては宮下知亊も 11月 30日の県議

会で吉俣洋議員（共産）の質問に対し同様の立場

を表明しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のむつ市議会で一般質問した全議員と主な質疑内容（デーリー東北より転載） 



11月 28日、青森市で「原子力共創会議」が初会合、当該自治体から様々な要望が… 
この会議は、今年８月に首相官邸で開かれた「核燃料

サイクル協議会」の場で、宮下宗一郎知事が国に対し、

地域と原子力施設の共生を議論する新しい会議の設置を

要望し、実現したものです。 

 この日は、国から資源エネルギー庁の村瀬長官らが、

県内からは宮下知事のほか原子力関連施設が立地するむ

つ市や大間町、六ケ所村、東通村の首長らが参加。事業

者側は日本原燃や東北電力など県内に施設が立地する５

社の社長と、電事連池辺会長が出席しました。 

宮下知事は「地域が自立的に発展できる道筋を描きた

い」と意義を強調しました。立地４市町村は地域経済が 

疲弊している現状を説明し、避難路や防災拠点といった

インフラ整備の必要性を訴えました。とりわけ、むつ市

の山本市長は、国策の原子力事業に協力することで地域

振興や経済の活性化を期待したが、施設の運転開始時期

が見通せず、いまだ目指した街づくりが実現していない

状況を説明。加えて、今後必要な取り組みとして、施設

が稼働した場合に備えた住民の防災・安全対策を挙げて、

防災拠点の整備や人材の育成などを求めました。これに

対し、国は 2024年春までに 20～30年後の将来像と基本

方針、同年夏ごろまでに具体的な取り組みの工程表をそ

れぞれ策定する方針であると述べました。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

むつ市で「田名部まさよ国政報告会」開催、党員・サポーター約 30名参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立憲民主党青森県総支部連合会は 10月より県内各地で、党

員・サポーターを中心とした国政報告会を実施、12月２日には

下北文化会館で開催されました。報告会には升田世喜男一区総支

部長も駆けつけました。国会開催中ということもあり、統一教会

問題や物価対策などの対応状況を丁寧に報告されました。 

また、政治情勢は日々変化していることから明言はできないと

しながらも、少なくとも明年の早い時期に総選挙があるだろうと

し、何としても反自民の野党結集を実現させて岸田内閣を追い込

むことが重要だと訴えました。 

 質疑応答では消費税への立憲民主党のスタンスや万博最優先の

国家事業の中で地域のインフラ整備などが進まない現状の改善や

湾内のホタテ養殖事業がかなり厳しい状況に置かれていることへ

の対応が求められ、田名部氏は一つ一つ丁寧に応じて、今後の国

政活動に反映させることなどを表明しました。 

 

12/3 デーリー東北 

原子力共生・共創会議出席の地元首長の主な発言 

《宮下宗一郎知事》立地地域や本県が抱える課題の解決へ前進す

るような会議にしていただきたい。県も立地 4市町村も、国の応

援を受けながら自立的に発展する道筋をしっかり描きたい。 

《山本知也むつ市長》地域課題を原子力施設との共生によって解

決することで、真に共存共栄が果たされる。 

《戸田衛六ヶ所村長》むつ小川原開発を受け入れた先人たちが描

いた未来へは、まだ道半ば。 避難道路の整備、円滑な避難環境の

確保という課題を抱えている。 

《野﨑尚文大間町長》基幹道路の国道 279号は、原子力災害や複

合災害時の避難道路としては不安がある。 国、県には１日も早い

バイパス化を望む。 

《畑中稔朗東通村長》避難路となる国道 338号、279号、県道泊

陸奥横浜停車場線などは整備が遅れている。 

11/29 東奥日報
より転載 



逢坂誠二立憲民主党代表代行講演会を開催！ 
今こそ、野党の結束が最重要な情勢にあると訴えました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逢坂誠二代表代行の講演資料より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社民フォーラム青森 
政治学習会 

社民フォーラム青森は 11 月 19

日、県労働福祉会館で本年２回目の

政治学習会を講師に立憲民主党代表

代行で衆院議員（北海道８区選出）

の逢坂誠二氏を迎えて開催。下北か

らは目時、栗橋が参加しました。 

 講演では冒頭、現下の政治情勢に

触れ、野党結集が最も重要な時期に

きていることを強調。立憲民主党と

して「連合」や「共産党」などとの

関りについて困難な立ち位置にある

ことは事実だがこれを乗り越える覚

悟が必要であると述べました。ま

た、アベノミクスをピークとする

「失われた 30 年」を象徴する今日の

わが国の経済状況を詳しく、かつ明

瞭に分析し、経済政策の大規模な転

換の必要性を訴えました。 

 講演後はフォーラムしもきたが事

前に提出していた右の質問事項など

に答えましたが、いくつかの点で分

かりにくい対応だったことを認め、

今後、党としてもあらためてわかり

やすい見解を表明していくことを約

束しました。その他、党の地方組

織、特に地域支部組織運営体制など

を巡る注文などが出されました。 

【フォーラムしもきたが事前に提出した質問事項の一部です】 

① 立憲民主党が 11月 10日に発表した中長期の経済政策で前回の衆院選や

参院選で公約としていた消費税率の時限的引き下げが明記されず、野党間の

経済政策の足並みが乱れていることへの判断は何だったのか。 

② 防衛生産基盤強化法案が６月に成立したが、これに立憲民主党も賛成し

ているが、私たちが望む党の姿とは大きくかけ離れる大きなターニングポイ

ントだったと思うが、こうしたことに至った経過を問いたい。 

③ 原子力基地化している本県、とりわけ青森県の現状について党本部とし

てのどう捉えているのか、また本県の政治的勢力分野でどのような活動が、

より効果的なのかレクチャー頂きたい。 
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講演資料を示し参

加者の席を回りなが

ら丁寧に講演する逢

坂氏。 

逢坂議員は本県平

内町に実家を持ち、

北海道ニセコ町長な

どを歴任し、衆議院

議員５期目の党の柱

の一人です。 

 



地元記事をスクラップしました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12/10 デーリー東北 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ↑11/21 デーリー東北                           ↓11/15 デーリー東北 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/9

デ
ー
リ
ー
東
北 

片や大型弾薬庫、

片や経済効果半減、

これが本当にむつ市

がめざす方向なので

しょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑11/28 デーリー東北 

 

 

 

 

←12/8 東奥日報 

←12/9 デーリー東北 



全国で話題の「檻の中のライオン」講演会が開催されました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「戦争を語り継ぎ、平和を考える集い」が 12月９日、開催されました 

 例年、太平洋戦争開戦日（真珠湾攻撃開始日）前後に

開催されている本集会は 12 月９日、海老川コミュニティ

センターで開催されました。 

集会は戦争体験記の朗読に始まり、記念講演は「大型

弾薬庫に反対する市民の会」共同代表の吉田麟さんが弾

薬庫問題をテーマにタイムリーなものでした。そもそも

大型弾薬庫に格納されるミサイルとはどんなものなのか、

このことにより地元にどんなメリットがあるのか、昨今

の北朝鮮のミサイル実験などを考慮すれば軍事費増加な

ども止むを得ないのではないか、といった点についてを

わかりやすく話されました。また、こうした軍事関連問

題は国の専管事項ということで一般市民はもとより当該

自治体に対しても情報が入ってこないため、独自での学

習会の積み上げが必要だと強調しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】今月も新聞報道中心の紙面となってしまい

ました。大型弾薬庫問題も市当局に再協議を申し入れ、

防衛庁へも住民説明会を市サイドから申し入れてもらう

ことしていますが、まだ返答がきていません。中間貯蔵

問題でもＲＦＳ社へ協議の申し入れを行っていますが日

程は年明けまで先延ばしになりそうです。そんな中、記

事にした「檻とライオン」憲法講座をたった一人で開催

に漕ぎつけた喫茶店オーナーのＹさんには脱帽です。今

までの憲法講演会だと必ず９条云々がメインでしたが、

今回は９条以前にもっと根本的なことを学んだ気がしま

す。本業（弁護士）をかなぐり捨てて全国を行脚し立憲

主義の重要性を訴え続ける楾大樹さんにも頭が下がりま

す。むつ市議会では前回、給食費無料化への意見書が賛

成３名だったのが今回は全会一致で採択される見込みと

のことです。この 1年の間に子育て政策への関心が大き

く変わったことの象徴なのでしょうか。市当局も無償化

へ前向きのようです。その一方で大間、佐井、風間浦の

３町村は学校給食を行っていないのが現状です。いろい

ろ事情や経緯があるのでしょうが県内でもこの３町村だ

けです。どうしたものでしょうか。（栗） 

 『憲法を知る』ことをテーマとして全国

で講演活動を行なう楾大樹 （はんどうた

いき）さんによる標記の講演会が 11月 25

日、むつ市内の喫茶店「kaffe ・tyst」で

開催されました。 

講演会は「憲法」を「檻」に、「権力」

を「ライオン」に例えて、パペットを使い

ながら、日本国憲法についてわかりやすく

解説、全国で 600会場で実施されているも

のです。戦争放棄とか基本的人権とかの個

別課題云々というより、立憲主義の本質と

憲法の存在に重きを置きながら、巧みな話

術でわかりやすいものでした。 

 この講演会がかつて青森市で行われた際

に参加し感銘を受けた喫茶店主のＹさんが

一人で設営、開催したものです。講演途中

にはコーヒーブレイクもあり、３時間の長

丁場でしたが、あっという間に過ぎまし

た。狭い空間で参加者も 10名弱でしたが

有意義なものでした。 

【憲法クイズ】憲法を守らなければならない人は誰？ 

A:国民すべて B:特定の人 さて、どちらでしょうか？ 
 講演会のオープニングクイズでした。講師によると多くの会場では

「Ａ」という答えが多かったとのことです。しかし、憲法 99条に「天皇

又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法

を尊重し擁護する義務を負ふ」と明記されます。すなわち「特定の人：

公務員」というのが正解でした。  

こんな感じのリラックスし
た講演会でした。写真は講演
中の楾大樹弁護士です。 

【ミサイルっていったい何でしょう】 
北朝鮮が頻繁に発射実験する弾道ミサイル、日本が米

国から 500発購入するというトマホーク。では、そもそ

もミサイルの定義とは、①目標に向かって誘導を受ける

か自律誘導によって自ら進路を変えながら、②自らの推

進装置によって飛翔していく、③爆弾を搭載している軍

事兵器のことです。ちなみにサイル 1発の費用はおよそ

３～４億円、射程距離が長いものだと 10億円にもなる

とのことです。ミサイルの語源はラテン語で「飛ばす」

「投げる」を意味する「mittere」から派生していま

す。またトマホークの語源はアメリカ先住民が使用して

いた手斧に由来しています。  



 

下北を舞台とした文芸作品について（後編） 
今回は「北国の女の物語」、「魚影の群れ」などの紹介です 

 水上勉のもう一つの小説「北国の女の物語」（昭和 47）

は完全に下北を舞台にした作品です。水上勉は昭和 35～

36 年ごろ浅虫温泉で芸者をしていた風間浦出身の女性と

出会い、その後その女性を訪ね何度も下北に来ています。 

 小説「北国の女の物語」は、大正３年１月２日、尻屋

沖で難破した事故で大人が全員死亡したにもかかわらず、

たった一人「長持ち様の編み箱にふとんに包まれ漂流」

して助かった女の赤ん坊がいたわけですが、この記録を

ヒントに、水上が身の上話を聞いた風間浦出身の浅虫の

芸者の人生を重ねて小説にしたものと思われます。 

 小説では、この赤ん坊は、田名部常念寺の別院の尻屋

のお堂を守っていた婆さんに育てられ、尻屋の海を漂っ

ていたので「沖子」と名づけられ

ます。婆さんの死後は常念寺のお

坊さんの世話で、８歳で田名部の

材木問屋に奉公し、18 歳で大間の

貧しい漁師の家に生まれた番頭と

結婚することになります。だが亭

主は１年たらずでヒバの伐採で川

内の山で転落死してしまう。この

時、沖子には子が宿っており男の

子を出産します。子育てをしながら生きてゆかねばなら

ないが、身の回りでおこる様々な不幸を乗り越えて、美

しくも懸命に生き、浅虫温泉南部屋の女中となるが、そ

の天性の美貌ゆえに芸妓にスカウトされる。そこでも

様々な不幸に見舞われるが前向きに生きるという語です。 
 

 昭和 48 年には吉村昭の短編小説「魚影の群れ」が映画

化されています。大間のマクロ漁師房次郎（緒方拳）は、

娘登志子（夏目雅子）に懇願されて彼女の恋人俊一（佐

藤浩市）を嫌々ながら船に乗せます。何故、嫌々なのか

は、娘を持つ男親の気持ちです。娘を取られるというの

とマグロ漁は素人じゃできないというプライドです。そ

の嫌々乗せた船で巨大マグロを捕らえたのですが、糸が

俊一の頭に絡み、大出血します。房次郎は船を港に戻し、

俊一を病院に運ぼうと思うのですが、マグロがまだ針に

ついたままでいることがわかると、それと格闘しながら

捕らえます。俊一は２時間も出血しながら放置されたま

まで、病院に運ばれた時は命が助かるかどうかわからな

いような状態でした。結局は九死に一生を得るのですが、

その後、娘とは他人同士のようになるという、老練なマ

グロ漁師の孤独な姿を描いた作品です。 
 

 平成７年（1995）には、堀川弘通監督の「エイジアン

ブルー浮島丸サコン」が映画化されました。「平安建都

1200 年映画をつくる会」の企画による、戦後 50 年作品

です。タイトルのサコン

とは、ハングルで事件を

表す言葉です。 

 戦時中下北半島で大間

鉄道の建設など過酷な労

働を強いられた朝鮮半島

の人たちを、終戦直後の

1945 年 8 月 22 日釜山に送

り届けるため大湊港を発

った浮島丸（4730ｔ）が

舞鶴港で爆破撃沈し、549

名（うち乗務員 25 名）が

死んだ事件を扱った映画です。平成７年６月に下北文化

会館で上映した時は満員だったと聞いています。 

教え子のレポートに興味をそそられた京都の大学で歴

史を教える林は、実際にそれを書いたのが彼女の姉であ

ることを知る。彼の興味を引いたのは、その中に戦後２

冊の詩集を出して姿を消した詩人・高沢伯雲の未発表の

手記が引用されていたことであった。彼女から伯雲が彼

姉妹の実父であることを知ると、林は行方知れずとなっ

た伯雲の足跡を辿る旅へ彼女たちを誘う。父との確執も

あって乗り気でなかった姉も、妹の強い希望もあって下

北へと向かう。そこで伯雲に世話になったという人から、

戦争中の伯雲を巡る話を聞かされる。ひどい扱いをうけ

ていた朝鮮人強制労働者たちとの生活に心を揺さぶられ

る。さらに、浮島丸事件との関わり、終戦４日後、友人

一家が帰国のため乗船した釜山へ引き上げる浮島丸が沈

没。伯雲は命の恩人であった彼らの乗船を阻止しようと

して失敗し、今でも後悔の念に苛なまれているという。 

父の放浪人生の真相を知った姉妹は、弘前、出雲崎へ

と旅するが、消息はつかめなかった。夏、舞鶴に父がい

るとの情報を得た姉妹は、今は灯台守として働いている

伯雲に再会。父娘の、そし

て過去に対するそれぞれの

思いをぶつけあった。その

後、姉妹は平和への願いを

込めた“白い大文字”など

の活動に参加するようにな

っていました。 
 

※ この文章は寺島豊美

氏（青森市在住）の「下北

の昔あれこれ」から抜粋し、

「エイジアンブルー浮島丸

サコン」については栗橋が一部補足しました。 

「飢餓海峡」「魚影の群れ」「浮島丸サコン」の映画 DVDは栗橋が持っています。貸与できますので連絡ください。 

シリーズ・歴史を紐解く⑬ 


